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◆著作権について 

 

○本教材は、著作権法で保護されている著作物です。 

 

 本教材の使用に関しては、以下の点にご注意ください。 

 

○著作権者の許可を得ず、マニュアルの一部または全てをあらゆるデ

ータ蓄   

 積手段 

 

（印刷物、CD、DVD、ビデオ、テープレコーダおよび電子メディア、インタ  

 ーネット等）により複製および転載することを一切禁じます。 

 

○使用許諾に関する注意事項 

 

・第一条 

 

  本教材は直接購入していただいた方のみ使用を許可されています 

 

 （再配布はできません） 

 

・第二条 

 

  本教材に含まれる情報は、著作権法によって保護されています。 

 

作者の許可を得ず出版および電子メディアによる一般公開や転売

はできません。 

 

・第三条 

 

あなたがこの契約に違反した場合、作者は何の通達もなく、この使

用許諾契約を解除できるものとします 

 

 

 

 

 

・第四条 
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あなたが本契約の第二条に違反した場合、あなたの本契約の解除、

そして作者に対して法律に定められた違反金を支払っていただくこ

とになります。 
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目次 

 ３つのインストール方法 

 Askimet&WP Multibyte Putch 
 site kit by google  
 TinyMCE Advanced 
 Google XML Sitemaps 
 Simple Tags 
 BackWPup 
 【補足】UpdraftPlus 
 EWWW image Optimizer 
 あると便利なプラグイン 

o Yet Another Related Posts Plugin（YARPP） 
o WordPress Popular Posts 
o Category Order and Taxonomy Terms Order 
o Table of contents plus 
o Fancier author box＆WP User Avatar 



 Copyright©WEAC All Rights Reserved  5 

３つのインストール方法 

 

プラグインのインストール方法には、大きく分けて３つのインストール方

法があります。 

 

1. WordPress 内の公式プラグインを検索する 

2. WordPress のアップロード機能を使ってインストールする 

3. FTP ソフトを使ってアップロードし、インストールする 

 

基本的にはこの 3種類の方法を使ってプラグインをインストールしてい

くのですが、主に使うのは１と２の方法になります。また、中にはもともと

ワードプレスにインストールされているものもあります。 

 

本書では、最低限入れておかなければならないプラグインのインストー

ル方法について解説していきますので、あなたも手を動かしながら実際

にどうやってプラグインをインストールするのかを掴んで行ってもらえた

らなと思います。 

 

ちなみにこの教材でインストールを推奨しているプラグインは以下の通

りです。 

 

 Akismet 

 WP Multibyte Patch  

 Site Kit by Google 

 Tiny MCE Advanced 

 Google XML Sitemaps 

 Simple Tags 

 Back WP up 

 EWWW image Optimizer 

 

 

それでは、１つずつ解説していきますね。 
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Akismet＆WP Multibyte Putch 

 

WordPress にはもともと最初からいくつかのプラグインがインストールさ

れています。それらは最初「停止中」になっているので、「有効化」してい

かなければなりません。 

 

で、その中でも必ず有効化しておいて欲しいプラグインが、 

 

• Akismet  
• WP Multibyte Putch 

 

の２つです。 

 

では、どのように有効化すればいいのか見て行きましょう。 

 

まずは管理画面にログインしてもらって、左側のサイドメニューから「プ

ラグイン」を選択してください。 
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すると、プラグイン一覧の画面が出てくると思います。その中に Akismet

と WP Multibyte Patch が表示されていますので、次の図のように「有効

化」をクリックします。 

 

 
 

これで「有効化」は完了です。次は Akismetの設定に入って行きましょ

う。 

 

それでそもそも「Akismet」って何かって話ですが、これはスパムコメント

からブログを守ってくれるプラグインになります。 

 

海外からツールを使って手当り次第にコメントを書き込んでサイトを重く

する攻撃を受けることがあって、ひどいときには５分おきに毎日コメント

がついたりします。 

 

（一度それで全てのコメントを削除するのに非常に手間取ったことがあ

ります。） 

 

なので、そういったスパムコメント対策として Akismet の設定を必ずして

おきましょう。 

 

Akismet を有効化した際、図のように大きく帯が表示されると思います。

赤い枠で囲った青いボタンをクリックしましょう。 

 

 
 

すると、画面が切り替わるので、図を参考にクリックしてください。 
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「APIキーを取得」というところをクリックすると以下のようなが面が出て

くるので、青枠の部分をクリックしましょう。 

 

 

 
 

 

 

そして、次の画面でメールアドレス、ID、パスワードの順番に入力して、 

Akismet を使用するためのアカウントを作成します。 
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「Password」は、必ず、数字とアルファベットを混ぜたものにしてください。 

 

これらの「Username」と「Password」は大事にメモしておきましょう。 

 

入力次項を入力すると「Sign up →」というボタンがクリックできるように

なりますのでクリックしましょう。 

 

 

すると、次のような画面が出てくるので、一番左の「Basic」を選択しまし

ょう。 
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次に切り替わった場面では赤枠の部分を見てください。 

 

 
 

Akismetだけではなく、多くのプラグインが世の中には出回っているの

ですが、中にはこのように「寄付」によって成り立っているものも少なくあ

りません。 

 

画面のままだと、「年間 4,500円」かかってしまいますので、心優しい方

はそのまま登録を進めてもらっても構いませんが、ここを「０円」にして

おきましょう。 
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すると、クレジットカード情報を入力する欄が消えて、名前を入力する欄

だけが表示されるので、自分の名前を入れて「Continue」をクリックして

ください。 

 
 

 
 

すると、次にこの様な画面が出てきます。 

 

ここでは自分のサイトのドメインが表示されていることを確認して

「Activate this site」をクリックしてください。 
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次にこの様な画面が出てきます。 

 

この画面では取得した APIキーがすでに Wordpressに入力された状態

になっていますので、まずは取得した API キーを控えておいてください。 

 

その後、右下の変更を保存をクリックして設定を終えます。 

 

 

 

 

次に Akismet を有効化したついでに WP Multibyte Patch も有効化しま

しょう。手順は先ほどと同じです。 

 

この WP Multibyte Patch は日本語関連のバグを回避してくれるプラグ

インになります。もともと WordPress は海外のソフトですので、日本語が

表示できないことがあります。 

 

そういった文字化けだったりバグだったりを起こさないよう、WordPress

に日本語パッチをあてるためのプラグインとなりますので、必ず有効化

しておいてください。 
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この WP Multibyte Patch は Askimet のように特別何かを設定しなくて

も、有効化するだけで動き出しますので、忘れず有効化するようにしま

しょう。 

 

また、最初からインストールされているプラグインとして、Hello Dolly と

いうものがあると思いますが、こちらは必要ありませんので、削除してし

まいましょう。 

 

 

 

もし、誤って有効化してしまっている場合は、Akismet の下に表示され

ている「停止」をクリックすれば、図のようにプラグインを囲む枠が白くな

り、「削除」のボタンが表示されます。 

 

今後もいろいろなプラグインを入手して必要のないプラグインを整理し

ようと思った時は、この手順と同じようにして削除することができますの

で、覚えておいてください。 

 

 

また、Hello Dolly の他にもう１つ「TypeSquare Webfonts for エックスサ

ーバー」というプラグインもインストールされています。 

 

このプラグインは wordpress で記事を書く時に使えるフォントを増やす

為のプラグインです。 
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とても性能の良いプラグインではあるのですが、基本的には記事を書く

うえでフォントを変更する必要はないので有効化せず、そのままの状態

で放置しておきましょう。 
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site kit by google 

ワードプレスの管理画面にグーグルアナリティクスのアクセス解析のグ

ラフなどを表示してくれるプラグインです。 

 

もし、グーグルアナリティクスのアカウントを持っていない場合は、無料

で登録ができますので、入手しておきましょう。 

 

グーグルアナリティクスの登録方法と使い方はこちら 

⇒http://tafcue.com/google-analytics/google-analytics-

introduction001/ 

 

グーグルアナリティクスの登録が完了したら、まずは site kit by google

のインストール手順について説明します。 

 

まずは管理画面のプラグインから「新規追加」をクリックしてください。 

 

 
 

 

すると、図のようにプラグインを検索することができますので、入力欄に

site kit by google と打ち込みましょう。 

 

http://tafcue.com/google-analytics/google-analytics-introduction001/
http://tafcue.com/google-analytics/google-analytics-introduction001/
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この際「sitekitbygoogle」と間のスペースを抜いてしまうと正しく検索結果

が表示されないことがあるので注意してください。 

 

 

 

 

 
 

 

正しく入力出来たら、トップに site kit by google が表示されるはずです

ので「今すぐインストール」をクリックします。 

 

 

 
 

 

そのまま有効化もしてしまいましょう。 

インストールが完了すると「今すぐインストールの場所が「有効化」に変

わるので、クリックすれば有効化は完了です。 
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有効化すると以下のような画面が出てくるので「START SETUP」をクリ

ックして設定を進めていきます。 

 

 

 
 

 

すると以下のような画面に遷移するので「Googleでログイン」をクリック

しましょう。 
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すると Googleのアカウントのログイン画面に移動します。 

 

表示されたアカウントの中からアナリティクスで使用しているアカウント

を選択しましょう。 
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※このときアカウント選択画面に移行せずに「このアプリでは「Google

ログイン」機能が一時的に無効」と出ることがあります。 

 

この表示が出たときは、日にちを空けてから再チャレンジしてみてくださ

い。 

 

 

 
 

 

アカウントを選択すると上記のような画面が出てくるので「許可」をクリッ

クしてください。 

 

するとまた同じような画面が出てくるので、こちらも「許可」を選択してく

ださい。 

 

 

次に以下のような画面が出てくるので、こちらも「許可」を押します。 
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すると、以下の画面に遷移するので「続行」をクリックしてください。 

 

 

 
 

 

すると、以下の画面が出てくるので「サイトを追加」をクリックしていきま

しょう。 

 

 

 
 

 

これで site kit by google の設定は完了です。 

 

続いて「ダッシュボードに移動」をクリックしましょう。 
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ダッシュボードに移動したら、次は site kit by google とアナリティクスと

提携していきます。 

 

ダッシュボード内の以下の項目をクリックしてください。 

 

 

 
 

 

すると、またアカウントを選択する画面に移動するのでアナリティクスを

設定しているアカウントを選択します。 
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アカウントを選択すると以下の画面に移動するので「許可」をクリックし

ます。 

 

 

 
 

 

すると、以下の画面に移動するので「許可」をクリックします。 
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次にダッシュボードに戻るので、以下の赤枠の部分をクリックします。 

 

 

 
 

 

移動した画面で該当のアナリティクスデータを選択して「CONFIGURE 

ANALYTICS」を選択してください。 

 

 

 
 

 

これで設定は完了です。 
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TinyMCE Advanced 

文章入力の補助が主な機能となっています。たとえば、顔文字だったり

絵文字だったりを入力できるようになります。 

 

中でも一番のメリットは、複数の改行ができるようになること。 

 

もともと、ワードプレスでは２行以上改行すると自動で 1行だけの改行

に戻してしまうという機能が備わっています。ユーザーの利便性を考え

てのことなんでしょうが、実際には複数の改行を使うことがよくあります。 

 

たとえば、このレポートの文章も適宜改行を入れてしますよね。なので、

こちらの TinyMCE Advanced は必ずインストールしましょう。 

 

こちらのプラグインも新規追加⇒検索からインストール・有効化ができ

ますので、まずはそこまで進めておいてください。 

 

次いで、管理画面の設定⇒TinyMCE Advanced をクリックします。 

 

 
 

ここで、エディターをドラッグ&ドロップで自由にカスタマイズすることがで

きます。とりあえずは「下線」や「フォントサイズ」あたりを入れておくとい

いでしょう。 
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ここで１つだけ設定しておいて欲しいのが、ページ下部にある高度なオ

プションの中の「段落タグの保持」の部分にチェックを入れておくことで

す。 

 

 
 

これによって先述した改行が自動的に 1行になる仕様を止めることが

できますので、必ず設定しておくようにしましょう。 
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Google XML Sitemaps  

サイトを運営して行く上で、検索エンジンに効率よくサイトを見てもらうた

め（SEO対策）にも、サイトマップの作成は必要不可欠です。 

 

しかし、イチイチ手動で全部の記事のリンクを貼って行って・・・なんて想

像するだけでも面倒くさいですよね。 

 

そこで、簡単にサイトマップを自動作成してくれるプラグインを紹介しよ

うと思います。それが、この Google XML Sitemaps になります。 

 

Google XML Sitemapsに関しては、今まで解説してきた他のプラグイン

のインストールと同様に、プラグインの新規追加から検索して、インスト

ールできますので、インストールして有効化してください。 

 

 

では、次に設定を行います。 

 

ツールバーの「設定」から「XML-Sitemap」を選択してください。 

 

ページが変わると色々な設定ができますが、以下の画像のように設定

してください。 

 

サイトによっては英語で表記されている可能性がありますが、デザイン

を見れば、何となくどこがどの項目か分かると思います。 

 

英語自体もそこまで難しくはないので、自力で解読してもいいと思いま

す。 

 

どうしてもわからない＆英語なんて読めるか！って人は和訳サイトを使

いながら頑張って設定していきましょう。 
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ここまで設定したら、ページ最下部の「保存」ボタンを押せば、設定は完了です。 
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Simple Tags 

記事にはキーワードごとのタグをつけることができます。カテゴリーは基

本的に１つの記事につき、１つのカテゴリーで分類しますが、このタグは

１つの記事にいくつもつけることができます。 

 

タグは付箋のような役割を持っていて、たとえば「料理」というカテゴリー

の記事を作ったとして、他にも「和食」「中華」「洋食」「卵料理」「肉料理」

にようにさまざまな分類の仕方ができますよね。 

 

そのような場合にこのタグをつけることで訪問者さんがより目当ての記

事を見つけやすくなるのです。 

 

また、今のところ Googleなどの検索エンジンは、「１つのタグにつき１つ

の記事が生成された」というふうに認識しますので、SEO 対策にもかな

り有効です。 

 

つまり、どういうことかというと、１つの記事に５つのタグをつけたとしま

すよね。すると見た目は１つの記事が投稿されただけなのですが、検索

エンジンからは５つの記事が生成されたというふうに認識されるのです。 

 

こちらのプラグインも新規追加⇒検索からインストール・有効化ができ

ますので、インストールをしておいてください。特に設定をしなくても有効

化すれば、自動的に動き出します。 

 

それでは、記事にタグをつけるにはどうすればいいのか？ 

 

まずは管理画面の投稿メニューにある「新規追加」をクリックしてくださ

い。 

 

すると図のような画面に切り替わると思います。 
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図の赤枠で囲った部分に先ほどのタグを入れてみましょう。この際、複

数のタグをつける場合はカンマ区切りで入力してください。 

 

たとえば、先ほどの料理に関する記事であれば、 

 

和食,中華,洋食,卵料理,肉料理 

 

このように入力していってください。 

 

また、先ほどタグをつけた分だけ検索エンジンに記事として認識される

ということを書いたのですが、あまりたくさんつけすぎると逆に検索エン

ジンの評価を下げてしまいますので、注意してください。 

 

１つの記事につき、多くてもせいぜい５つまでにしておくといいでしょう。 
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BackWPup 

これはワードプレスの設定や記事のバックアップをとっておくためのプラ

グインです。 

 

他のプラグインと同様、こちらもプラグインの新規追加⇒検索からイン

ストールすることができます。検索結果には「BackWPup Free - 

WordPress Backup Plugin」と表示されていると思いますので、そちらを

インストール・有効化しておいてください。 

 

すると管理画面のメニューに「BackWPup」というメニューが追加されると

思いますので、「新規ジョブを追加」をクリックしてください。 

 

 
 

ここで新しいバックアップの設定を行います。まずは「このジョブの名前」

と書かれた欄に任意のジョブ名を入れましょう。ここでは backup として

いますが、ローマ字であれば何でもかまいません。 

 

次にページ中段の「ジョブの伝送先」という項目にある「フォルダーへバ

ックアップ」にチェックを入れてください。 

 

これにて設定は完了なので、最後に「変更を保存」をクリックします。 



 Copyright©WEAC All Rights Reserved  35 

 

 
 

今度はメニューの「ジョブ」をクリックしてください。 

 

 
 

 
 

すると、先ほど作成したジョブが表示されていると思いますので、ここで

「今すぐ実行」をクリックするとバックアップの作成が始まります。 
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しばらく待ってこのように「100%」が表示されたらバックアップの作成は

完了です。「閉じる」をクリックしてこの画面は閉じてもらってかまいませ

ん。 

 

ただし、この状態はサーバーにあるフォルダにバックアップを保存した

だけですので、万が一のために自分のパソコンにも保存しておきたい

場合は、もう一度メニューの「ジョブ」をクリックしてください。 

 

 
 

すると右のほうに「ダウンロード」という項目が追加されていると思いま

すので、こちらをクリックすると自分のパソコンへの保存ができます。 

 

バックアップは 1 ヶ月に 1回など、自分で定期的にとっておくといいでし

ょう。まあ、WordPress の場合はアメブロなどの無料ブログに比べて削

除されるリスクがかなり低いので、そこまで神経質にならなくてもいいと

思います。 

 

実際に、僕が運営しているいくつかのブログや、この講座を受講してく

れている方、僕の周りでブログを運営している友人の話を聞く限り、い

まだに削除された、不具合を起こして動かなくなった、という例は聞いた

ことがありません。 

 

なので、そこまで神経質にならず、たまに念のためバックアップをとって

おく、くらいの意識でいいでしょう。 

 

 

 

また、もし BackWPup 導入後に WordPressに不具合が出るようであれ

ば、代用プラグインとして「UpdraftPlus」を導入してください。 

 

  



 Copyright©WEAC All Rights Reserved  37 

【補足】UpdraftPlus 

では「UpdraftPlus」の設定方法について説明していきます。 

 

もし「BackWPup」で不具合なくバックアップができている場合は不要とな

りますので以下の内容は飛ばしてください。 

 

まずは、これまで通り検索からインストール、有効化まで済ませてくださ

い。 

 

 

 
 

 

では、まず最初にちゃんとデータの復元ができるかのテストを行います。 

プラグインのメニューから UpdraftPlus⇒設定をクリックしてください。 

 

 

 
 

すると上記の様な画面が出てくるのでまずは「今すぐバックアップ」を押

してみましょう。 
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上記の様な画面が出てきますが、気にせずに「今すぐバックアップ」で

大丈夫です。 

 

 
 

すると、０だったバックアップ済みの部分が１に変わります。 

 

これでバックアップデータの作成が完了しました。 
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次に赤枠で囲った「バックアップ済み」のタブを押して上記の画面に切り

替えて「復元」のところを押してみましょう。 

 

 
 

すると、この様な画面が出てくるので全てのチェック欄にチェックが入っ

ていることを確認して「復元」を押してください。 
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この様な画面が出てくれば復元テストは完了です。 

 

 

 

次にプラグインの設定を行います。 

 

 

 

 
 

タブの「設定」を選択すると、上記の様な画面が出てきます。 

 

まずはバックアップスケジュールの設定ですが、ファイルとデータベース

の両方とも更新頻度に合わせて設定してください。 
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上記の画面では一応 1週間にしてありますが、1週間毎日ブログを更

新するのであれば、1週間では少しスパンが長すぎますし、 

 

逆に月に 1回か 2回ぐらいしか更新しないのであれば 1週間は更新

回数が多すぎます。 

 

バックアップデータを取りすぎても不必要に容量が大きくなってしまうの

で適切な頻度に設定してください。 

 

 

 

次に「この多くのスケジュールされたバックアップを保持」という謎の言

語ですが（笑） 

 

意味合い的には 1回のバックアップデータ取得でいくつデータを取るか

と言うことです。 

 

基本的には大丈夫なのですが、万が一データが破損していると当然復

元はできないので、そのリスクヘッジのために複数個のデータを取得す

ることができます。 

 

余程、心配でない限り１でいいとは思いますが、心配な人はいくつか所

得しておくといいと思います。 

 

ただ、こちらも必要以上にデータを取得すると容量を食ってしまうので

注意してください。 

 

 

 

ちなみに取得したバックアップデータがどこに保存されているかというと、

デフォルトの設定ではサーバー上に保存されています。 

 

もし、サーバー上ではなくどこか別のところに保存したい場合は下記の

画面のように設定の画面からデータの保存先を選べるので、任意の場

所を選択してください。 
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この画面下部に表示されている謎言語ですが、意味合い的には、 

 

「最初の設定ではバックアップデータは Webサーバー上に残ってるけ

ど、何かしらのトラブルとかでサーバー自体がダメになった場合、ブログ

とバックアップデータの両方がダメになるから、手動で定期的にバックア

ップデータを自分のパソコンにコピーでもしていない限り、おススメはで

きないよ」 

 

ということです。 
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EWWW image Optimizer 

これは Wordpressにアップロードしている画像を圧縮して最適化するこ

とでサイトの表示を高速化したり、サーバーへの負荷を下げるプラグイ

ンです。 

 

このプラグインに関しても他のプラグインと同じ様に新規追加⇒検索か

らインストール、有効化してください。 

 

これで今後 Wordpress にアップロードされる画像は全て最適化された

状態になります。 

 

 

もし、このプラグインをインストールする前にすでに画像を Wordpress に

アップロードしている場合は、以下の操作を行うことで全ての画像を最

適化することができます。 

 

メニューのメディアにカーソルを合わせると「一括最適化」という項目が

出てくるので、ここをクリックしてください。 
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するとこの様な画面が出てくるので「最適化されていない画像をスキャ

ンする」をクリックしてください。 

 

しばらくすると今度は「最適化を開始」というボタンが現れますのでそれ

をクリックしてしばらく放置すれば完了です。 
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あると便利なプラグイン 

こっちは必須ではなくオマケみたいなものですが、入れておくと便利な

プラグインがあるので、それを 5つほど紹介したいと思います。 

 

 Yet Another Related Posts Plugin（YARPP） 

 WordPress Post Views 
 Category Order and Taxonomy Terms Order 
 Table of contents plus 
 Fancier author box＆WP User Avatar 

 

この 5つです。 
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Yet Another Related Posts Plugin

（YARPP） 

Yet Another Related Posts Plugin（YARPP）は、記事の最後に関連する

記事を表示させてくれるプラグインです。 

（長いので以下、YARPP と記載します） 

 

ブログの PVを増やすためには欠かせないプラグインだと思いますの

で、ついでにインストールしておくといいでしょう。 

 

このプラグインは検索からインストールできますので「今すぐインストー

ル」⇒「有効化」を押してください。 

 

 

 
 

 

有効化ができたら YARPP の設定画面に移動してください。 
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すると設定画面が出てきます。 

 

もし何も表示されていない場合は、画面右上の「表示オプション」をクリ

ックして出てきた項目にチェックを入れてください。 

 

 

 
 

 

画面を下にスクロールしていくと、「The Algorithm」という項目が出てくる

ので、その中の「表示する最低関連スコア」を 1にしてください。 
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ここを 1にしないと全然関連記事が表示されなくなってしまいます。 

 

 

さらに下にスクロールしていくと「Automatic Display Options」という項目

が出てきます。 

 

その中の「Theme（テーマ）」を「サムネイル」で選択します。 

 

これにより、記事のサムネイル＋タイトルで関連記事を表示させられま

す。 

 

また、その下のヘッダーは「この記事を読んだ人はこんな記事も読んで

います」、関連記事がない時のメッセージには「<p>関連記事はありませ

ん</p>」と記載してください。 

 

 



 Copyright©WEAC All Rights Reserved  49 

 
 

 

これで記事末に関連記事が表示されるようになりました。 

 

 

最後にページの一番下までスクロールして「変更を保存」を押して完了

です。 

 

 

※設定直後はまだ YARPP が記事同士の関連性を認識できていない

ので関連記事が表示されないことがあります。 

 

バグや設定ミスではないので、今の時点では気にしなくて大丈夫です 

 

 

次に表示されるサムネイルの調整を行います。 

 

YARPP ではサムネイルが正方形で表示されるようになっています。 

 

しかし、サムネイルは長方形で作ることが多く、そのままだと正常に表

示されなくなってしまいます。 

 

なので、この問題を解決していきます。 
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画面左のメニューバーから「外観」⇒「テーマエディター」を選択します。 

 

 

 
 

 

「スタイルシート（style.css）」の一番下に、 

 

 

/*————————————– 

YARPP のサムネを長方形で表示 

————————————–*/ 

.yarpp-thumbnail > img, .yarpp-thumbnail-default { 

height: auto !important; 

} 

.yarpp-thumbnails-horizontal .yarpp-thumbnail-title { 

max-height: 5.5em !important; 

} 

.yarpp-related .yarpp-thumbnail-title { 

font-size: 80% !important; 

} 

 

 

と記載してください。 

（コピペで OKです） 
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（テーマが Bizvektor になっていませんが、気にしないでください） 

 

 

その後、「ファイルを更新」を押して完了です。 

 

 

※サイトのほうで別途テーマについては解説しているのですが、テーマ

を変更するたびにこの設定を行うようにしてください。 
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WordPress Popular Posts 

よく読まれる人気記事を自動で表示してくれるプラグインです。PV 数な

ども表示してくれるので、読まれる記事がさらに読まれる効果もありま

す。 

 

こだわってカスタマイズをしたいというとき以外には、特に設定などは不

要ですが、ウィジェット機能を使ってサイドバーに人気記事を表示させる

手順だけ見ておきましょう。 

 

まずは、他のプラグイン同様に検索からダウンロード⇒有効化してくだ

さい。 

 

その後、「外観」⇒「ウィジェット」と進みます。 

 

 
 

利用できるウィジェットの中から「WordPress Popular Posts」を探して、

見つかったら、サイドバーの表示させたいところにドラッグ&ドロップで移

動させます。 
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「WordPress Popular Posts」の文字の右にある「▼」を押すと詳細設定

ができるのですが、「タイトル」の部分だけ、お好みで、「人気記事一覧」

などに名前を変えておきましょう。 

 

また、計測期間は「全期間」にしておきましょう。 

 

「最大表示数」は自分の好みの数に設定してください。 
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また、こちらも実際に表示が始まるまで少し時間がかかりますので気長

に待ってくださいね。  
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Category Order and Taxonomy Terms 
Order 

次は記事のカテゴリーを並べ替えるために使う Category Order and 

Taxonomy Terms Order のインストール手順について説明して行きます。 

 

 

検索してインストール⇒有効化します。 

 

 

こちらは特に設定は必要ありませんが、念のため使い方も見て行きま

すね。 

 

 
 

 

投稿メニューに Taxonomy Order と表示されるので、クリックします。 
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するとこのような画面が表示されます。 

 

まだ WordPress をインストールしたての場合、おそらくここには「未分類」

のみしか表示されていないかと思いますが、今後たくさん記事を書いて

行ったときにカテゴリーを分類したくなったら、この画面でカテゴリーをド

ラッグ&ドロップで入れ替えることができます。 

 

この画面はあまり頻繁に使うことはないかと思いますが、必要な時のた

めに頭の片隅にでも置いておいてください。 

 

  



 Copyright©WEAC All Rights Reserved  57 

Table of contents plus 

次のプラグインは記事内に目次を自動生成してくれる Table of 

contents plus です。 

 

記事中の見出しに対応して目次を生成してくれるので、非常に便利な

プラグインとなっています。 

 

こちらのプラグインは Word Press の検索からインストールできるので有

効化まで済ませてください。 

 

 

では、次に設定をしていきますが、設定画面を開くとこの様な画面が出

てきます。 

 

この赤枠で囲った「表示条件」ですが、ここを 2つにしておきましょう。 

 

デフォルトでは４つに設定されていますが、それだとブログの方向性に

よってはこのプラグインが全く機能しなくなる可能性があるので 2つ以

上にしておきましょう。 

 

また、以下のコンテンツタイプを自動挿入の「Post」「page」の両方にチェ

ックを入れ、 

 

見出しテキストの部分が最初は「contents」になっていますので、「目次」

やその他、好きな文章を記入してください。 

 

あと、テキストを表示するの部分では最初は「show」「hide」となっていて、

少し分かりづらいので「表示する」「非表示にする」などの文言に変えて

おくと親切です。 
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設定は以上となります。 

 

 

ちなみにですが、このプラグインを導入して見出しを含む記事を生成す

ると以下の様な目次ができあがります。 
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Fancier author box & WP User Avatar 

次は記事中に投稿者情報を表示してくれるプラグインです。 

 

以下の様な感じですね。 

 

 
 

この画像は外国人の方ですが、こんな風にこの記事を書いた人といっ

た具合で投稿者情報を表示させることができるのがこのプラグインです。 

 

このプラグインも検索からインストールすることができるので有効化まで

してください。 

 

 

では、設定ですが、Fancier Author boxの設定画面を開くとこの様な画

面が出てきます。 
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絶対に設定しなければいけないことはありませんが、画面上部の「投稿

画面で表示する」「固定ページで表示する」は「下部」にしておいた方が

無難です。 

 

上部を含む設定にするとページをスマホで見た時にかなりうっとうしい

感じになるので、下部限定にしておくことをおススメします。 

 

あとタブの色ですが、これは自分の好きな色に設定してください。 

 

特にこの色が良いですとかはないです。 

 

 

 

では、次に細かいプロフィール設定を行いましょう。 
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ユーザー⇒あなたのプロフィールをクリックすると以下の様な画面が出

てきます。 

 

 
 

 

この画面では名前やプロフィール設定、SNSアカウントの設定などがで

きるので任意の項目に情報を記入してもらえればと思います。 

 

ただし、画像を設定する場合は別途「WP User Avatar」というプラグイン

が必要になります。 

 

プロフィール写真の項目の近くに「Gravatarでプロフィール画像を変更

できます」と書いてありますがプラグインの方が簡単なので、プラグイン

での設定をおススメします。 
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「WP User Avatar」は検索からインストールできますので、他のプラグイ

ンと同様に有効化までしてください。 

 

インストールすると以下の「Avatar」の項目が追加されますので「画像の

選択」から自分が設定したいプロフィール画像を選択してください。 

 

 

 
 

選択が終わったら、「プロフィールを更新」を押して画像の設定は完了で

す。  
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※注意 

 

Table of contents plus を使用している場合、Fancier Author box を使う

と不具合が生じます。 

 

なので、同時に使う場合は下記の手順で不具合対策を行ってください。 

 

 

まずはプラグイン一覧から「Fancier Author Box」の編集をクリックしてく

ださい。 

 

 
 

 

 

右上のプラグインが「Fancier Author Box」になっていることを確認した

ら、画面右にある「プラグインファイル」の「ts-fab-construct-tabs.php」

を選択してください。 

 

 
 

 

すると、こんな画面が出てきます。 
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今から、この赤枠で囲った部分を編集していくのですが、注意点として

ここから説明する部分以外は絶対に編集しないでください。 

 

最悪、バグが発生してプラグインがまともに機能しなくなる可能性があ

ります。 

 

決して難しいことをするわけではないので、説明したところだけを編集し

てくださいね。 

 

 

 

では、何をするのかというと「h4を spanに変更」します。 

 

なんのこっちゃと思うかもしれませんが、やること自体は簡単です。 

 

検索で「h4」を見つけて、「span」に書き換えるだけです。 

 

 

 

検索の方法としては、windowsであれば「ctrl+F」、Macであれば

「command+F」で下記画像の右上に出ている様な検索窓が出てきます

ので、 
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そこに「h4」と打ち込めば、画面のように「h4」がピックアップされます。 

 

 

 
 

 

そして、この出てきた「h4」を全て「span」に変えてください。 

 

最後に一番下にある「ファイルを更新」を押せば編集は完了です。 

 

 

 

もう 1度言いますが、絶対に「h4」以外のところはいじらないでください

ね＾＾； 

 


